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54 回㈳日本口腔外科学会総会・学術大会，札幌，
2009 年 10 月 9-11 日．日口外誌 55（総会特別号），
153 頁，2009 年．

27）�嵐山貴徳，福田純一，星名秀行，宮城尚史，齋藤　功，
高木律男：末端肥大症に伴う下顎前突症に対して顎
矯正手術を施行した１例．第 54 回日本口腔外科学
会総会・学術大会，札幌市，2009 年 10 月９日 -11 日．
日口外誌 55（総会特別号），230 頁，2009 年．

28）�鶴巻　浩，星名秀行，永田昌毅：顎骨切除後の低歯

11）�工藤和子，高木律男，寺尾恵美子，児玉泰光，朝日
籐寿一，小野和宏，齊藤　功：上顎前方移動術が口
蓋裂患者の鼻咽腔閉鎖機能に及ぼす影響について．
第 33 回日本口蓋裂学会学術集会，東京，2009 年５
月 28-29 日．日口蓋誌 34（2）: 199，2009 年．

12）�児玉泰光，福田純一，田中　礼，松川理美，飯田明
彦，小野和宏，林　孝文，高木律男：単純 CT と超
音波診断法を用いた顎動脈の走行に関する顎矯正手
術前評価．第 19 回日本顎変形症学会総会，仙台市，
2009 年６月４- ５日．第 19 回日本顎変形症学会総
会プログラム抄録号 106 頁，2009 年．

13）�松川理美，安島久雄，小山貴寛，飯田明彦，高木律
男：顎骨骨折における異常経過症例の検討．第 35
回㈳日本口腔外科学会北日本地方会，旭川，2009
年６月 26-27 日．第 35 回日本口腔外科学会北日本
地方会プログラム・抄録集，25 頁，2009 年．

14）�五十嵐友樹，飯田明彦，小林孝憲，福田純一，朔　　敬，
高木律男：アルコール性肝硬変患者の舌に生じた対
称性脂肪腫症の１例．第 35 回日本口腔外科学会北
日本地方会，旭川，2009 年６月 26-27 日．第 35 回
日本口腔外科学会北日本地方会プログラム・抄録集，
37 頁，2009 年．

15）�田中　礼，池真樹子，斎藤美紀子，稲川正一，藤田　
一， 林　 孝 文： 顎 関 節 部 の 炎 症 を 伴 っ た
Bisphosphonates 関連顎骨壊死が疑われる１例．日
本歯科放射線学会第 209 回関東地方会・第 29 回北
日本地方会・第 17 回合同地方会，横浜市，2009 年
７月 11 日．抄録なし．

16）�永田昌毅，星名秀行，川瀬知之，荒澤　恵，山田一
穂，嵐山貴徳，中田　光，高木律男：歯科インプラ
ントを目的とした培養自家骨膜併用による歯槽骨再
生．日本形成外科学会関東支部　第 80 回新潟地方
会，新潟市，2009 年７月 13 日．

17）�池野　良，永田昌毅，高木律男：唾液中 HIV-1 
RNA/DNA 量と血清中 HIV-1 RNA 量の比較検討．
平成 21 年度新潟歯学会第１回例会，新潟市，2009
年７月 18 日．

18）�山田一穂，荒井良明，星名秀行，嵐山貴徳，荒澤　恵，
山田裕士，三上　諭，魚島勝美：コンピュータガイ
ドシステムを用いたインプラント埋入の臨床的検
討．平成 21 年度新潟歯学会第１回例会，新潟市，
2009 年７月 18 日．

19）�安島久雄，荒井良明，高木律男，池田順行，嵐山貴
徳，庭野将広，西山秀昌，高田佳之，桜井直樹，川
崎真依子，福井忠雄：新潟大学医歯学総合病院顎関
節治療部における高齢者顎関節症患者に関する臨床
統計的検討．第 22 回日本学関節学会総会，東京，
2009 年７月 25-26 日．第 22 回日本学関節学会総会・
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也，加藤真吾，高木律男：唾液中 HIV-1 濃度が血
液中よりも高かった３症例．第 23 回日本エイズ学
会学術集会 ･ 総会，名古屋市，2009 年 11 月 26-28 日．
第 23 回日本エイズ学会学術集会・総会プログラム・
抄録集，560 頁，2009 年．

38）�Katsuragi Y.，Anraku J.，Ida-Yonemochi H.，
Ohshima H.，Gondo Y.，Kominami R.: Bcl11b/
Rit1 is required for normal teeth development．第
32 回日本分子生物学会，横浜，2009 年 12 月９-12 日．
第 32 回日本分子生物学会年会プログラム，507 頁，
2009 年．

39）�池田順行，藤田　一，永田昌毅，星名秀行，高木律
男．下顎骨区域切除後 32 年が経過し移植腸骨に再
発をみたエナメル上皮腫の１例．第 28 回日本口腔
腫瘍学会総会・学術大会，東京都，2010 年１月
28-29 日．第 28 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大
会プログラム・抄録集，122 頁 .

40）�齋藤太郎，池野順行，安島久雄，嵐山貴徳，庭野将
広，高木律男：当科における顎関節に対する外科治
療例の検討．日本形成外科学会関東支部第 82 回新
潟地方会，新潟，2010 年２月８日．

41）�安島久雄，齋藤太郎，上松晃也，大貫尚志，池田順
行，児玉泰光，飯田明彦，瀬尾憲司，高木律男：顎
口腔領域の神経症状を訴えて当科を来院した患者の
臨床的検討．第 14 回口腔顔面神経機能学会，大阪市，
2010 年２月 27 日 -28 日．第 14 回口腔顔面神経機
能学会プログラム・抄録集，9 頁，2010 年．

【研究会発表】
１）�高木律男：顎裂部二次腸骨移植術；ガイドラインに

準じた口蓋裂治療．第 13 回顎顔面手術手技研究会．
浜松，2009 年４月 16 日．

２）�勝見祐二，武藤祐一，松井　宏：多臓器転移を伴っ
た口底癌の１例－現在までの治療経過について―．
第 14 回上越口腔外科カンファレンス，上越市，
2009 年５月 29 日．

３）�葛城美徳，安楽純子，依田浩子，大島勇人，権藤洋
一，木南　凌：Bcl11b/Rit1 変異体における歯の発
生異常．第 23 回モロシヌス研究会，滋賀，2009 年
７月 11-12 日．

４）�新垣　晋，金丸祥平，船山昭典，新美奏恵，小田陽
平，芳澤享子，菅井登志子，齊藤　力，星名秀行，
永田昌毅，藤田　一，高木律男，林　孝文：舌扁平
上皮癌の頸部転移様相と予後因子の検討．第 69 回
新潟癌治療研究会，新潟市，2009 年７月 25 日．

５）�池田順行，藤田　一，永田昌毅，斎藤正直，安楽純
子，星名秀行，高木律男：頸部後発転移を生じた口
腔扁平上皮癌 T1，T2 症例の臨床病理学的検討．第

槽堤症に対し傾斜埋入を併用した即時負荷インプラ
ント治療の１例．第 54 回㈳日本口腔外科学会総会，
札幌，2009 年 10 月９-11 日．日口外誌 55（総会特
別号），77 頁，2009 年．

29）�小山貴寛，芳澤享子，泉　直也，小野由起子，新美
奏恵，小島　拓，齊藤　力，高木律男：多血小板血
漿（PRP）を併用した歯の自家移植－移植歯歯周組
織の評価－．第 54 回日本口腔外科学会総会，札幌市，
2009 年 10 月９-11 日．日口外誌 55（総会特別号），
291 頁，2009 年．

30）�池田順行，飯田明彦，児玉泰光，小山貴寛，高木律
男，林　孝文，朔　　敬：放線菌感染を伴った上唇
粘液肉芽腫の１例．第 54 回日本口腔外科学会総会・
学術大会，札幌，2009 年 10 月９-11 日．日口外誌
55（総会特別号），81 項，2009 年．

31）�永田昌毅，川瀬知之，奥田一博，中田　光，吉江弘
正，高木律男：歯科インプラント適応を目的とした
培養自家骨膜併用による歯槽骨再生．第 52 回秋季
日本歯周病学会学術集会，宮崎市，2009 年 10 月 11
日．

32）�三嶋行雄，田宮寛子，坂牧　僚，小幡美貴，西川　敦，
葛城美徳，木南　凌：マウス胸腺リンパ腫とヒト大
腸がんに見いだされたがん抑制遺伝子 Bcl11b 変異
の転写活性への影響，第 82 回日本生化学会大会，
神戸市，2009 年 10 月 21-24 日．第 82 回日本生化
学会大会抄録集 317 頁，2009 年．

33）�安島久雄，小野和宏，島田靖子，小田陽平，田中　礼，
松山順子，藤井規孝，井上　誠，山村健介，齋藤　功，
魚島勝美，興地隆史，高木律男，前田健康：新潟大
学歯学部における教員研修（FD）の概要と今後の
方向性，第 28 回日本歯科医学教育学会 総会および
学術大会，広島，2009 年 11 月６- ７日．第 28 回日
本歯科医学教育学会総会および学術大会プログラ
ム・抄録集，92 頁，2009 年．

34）�安島久雄，飯田明彦，小山貴寛，星名秀行，高木律
男：下顎歯槽骨延長術における延長方向可変型骨延
長装置の使用経験（MODUS ARS V2 type®）日本
形成外科学会関東支部第 81 回新潟地方会，新潟，
2009 年 11 月９日．

35）�勝見祐二，鶴巻　浩，小林孝徳，朔　　敬：臨床診
断に苦慮した歯冠周囲過誤腫の一例．平成 21 年度
新潟歯学会第２例会，新潟市，2009 年 11 月 21 日．
抄録集 10 頁．

36）�鶴巻　浩，勝見祐二：全顎補綴における即時プロビ
ジョナルインプラント臨床の使用経験．平成 21 年
度新潟歯学会第２例会，新潟市，2009 年 11 月 21 日．
抄録集 14 頁．

37）�村山正晃，池野　良，児玉泰光，川口　玲，田邊嘉
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について」．新潟大学医歯学総合病院歯科口蓋裂診
療班主催，新潟市，2009 年８月 25 日．

７）�飯田明彦：口唇口蓋裂．長岡赤十字病院看護学校講
義，長岡市，2009 年 10 月 13 日．

８）�高木律男：平成 21 年度 新潟県歯科医学大会 医療
安全講習会「パンデミックと歯科」新潟市，2009
年 11 月８日．

９）�寺尾恵美子：中等度難聴と口蓋裂のある症例につい
て．新潟市立鏡淵小学校，新潟市，2009 年 11 月 11
日．

10）�藤田　一：「法医専科」法歯学講義．新潟県警察学校，
新潟市，2009 年 11 月 18 日．

11）�黒川　亮：当院入院中にペースメーカ誤作動と上部
消化管出血を認めた２例．平成 21 年度 第６回（通
算 322 回）福島県会津地区歯学研究会，会津若松市，
2009 年 11 月 18 日．

12）�児玉泰光：第３回 診療支援部歯科衛生士部門研修
会「有病者の歯科診療（口腔衛生），今の対応で本
当に大丈夫ですか」．新潟市，2009 年 11 月 20 日．

13）�飯田明彦：ビスフォスホネート関連顎骨壊死につい
て．新潟県社会保険診療報酬支払基金学術講演会，
新潟市，2009 年 11 月 25 日．

14）�高木律男：平成 21 年度 新潟大学歯学部同窓会セミ
ナーⅡ「ビスフォスホネート関連顎骨壊死（BRONJ）
－ BP 製剤使用患者への安全な歯科処置を行うため
に－」BRONJ の予防と管理の目標設定．新潟市，
2009 年 11 月 29 日．

【主宰学会・講演会・その他】
１）�高木律男：ロシア人歯科医師研修会（ブラゴベシチェ

ンスク市歯科医師会 20 名）主催（講師：興地教授，
藤井教授，吉江教授，齋藤教授），新潟市，2009 年
５月 12-13 日．

２）�平成 21 年度 第 26 回新潟大学口腔外科歯科麻酔科
同門会，新潟市，2009 年７月４日　主宰．

３）�高木律男：新潟大学医歯学総合病院歯科系診療棟　
院内感染対策講習会　主催（講師：東北大学病院附
属歯科医療センター・感染予防対策治療部　玉澤佳
純，新潟市，2009 年７月 10 日．

４）�第 64 回新潟口腔外科麻酔科集談会，新潟市，2009
年 11 月 12 日 主宰．

５）�高木律男：平成 21 年度 新潟大学歯学部同窓会セミ
ナーⅡ「ビスフォスホネート関連顎骨壊死（BRONJ）
－ BP 製剤使用患者への安全な歯科処置を行うため
に－」　パネルディスカッション・コーディネータ

（講師：網塚教授，遠藤教授，朔教授，林教授，山
崎教授，高木），新潟市，2009 年 11 月 29 日 .

69 回新潟癌治療研究会，新潟市，2009 年７月 25 日．
６）�池田由香，生田千香子，梅津裕美，勝見祐二，鶴巻　

浩，中村かおり：介護老人保健施設千歳園入所者お
よび通所要介護者に対する口腔ケアの取り組み．第
４回新潟口腔ケア研究会，新潟市，2009 年９月 13 日．
抄録集 7 頁，2009 年 .

７）�Yoshizawa M., Koyama T., Kojima T., Kato H., 
Niimi K., Saito C.: Regeneration of oral mucosa by 
tissue engineered oral mucosa grafts on athymic 
mouse. 3rd Hiroshima Conference on Education 
and Science  in Dentistry, Hiroshima. November 
7-8, 2009.

８）�Niimi K., Yoshizawa M., Koyama T., Izumi N., Ono 
Y., Hasebe D., Saito C.: Periodontal regeneration in 
tooth autotransplantation with application of 
autologous platelet -r ich plasma(PRP) .  3rd 
Hiroshima Conference on Education and Science 
in Dentistry, Hiroshima. November 7-8, 2009.

９）�小山貴寛：放射線療法 19 年後に病的骨折をきたし
た悪性線維性組織球腫の１例．第 64 回新潟口腔外
科麻酔科集談会，新潟市，2009 年 11 月 12 日．

10）�芳澤享子，泉　直也，小野由起子，新美奏恵，小山
貴寛，菅井登志子，小島　拓，加藤寛子，齊藤　力：
多血小板血漿（PRP）の歯の移植への応用．第１回
PRP（多血小板血漿）療法研究会，大阪市，2009
年 11 月 15 日．

【その他の発表】
１）�高木律男：第 33 回 母親教室「唇顎口蓋裂ってどん

な病気」．新潟大学医歯学総合病院歯科口蓋裂診療
班主催，新潟市，2009 年５月 19 日．

２）�魚島勝美，星名秀行，藤井規孝，富塚　健，荒井良
明，久保田健彦，小林正治，櫻井直樹，田口裕哉，
山田一穂，嵐山貴徳，荒澤　恵，木村修平：インプ
ラント治療の基礎－安全で確実な医療を提供するた
めに－．平成 21 年度新潟大学歯学部同窓会企画講
習会，新潟市，2009 年５月 24 日．

３）�高木律男：平成 21 年度 第１回学術（医療安全）研
修会「歯科診療に必要な感染予防対策の実際－予防
対策から刺傷事故時の対応まで－」．富山市，2009
年６月 28 日．

４）�飯田明彦：第 34 回 母親教室「顎裂部腸骨移植術に
ついて」．新潟大学医歯学総合病院歯科口蓋裂診療
班主催，新潟市，2009 年７月 28 日．

５）�高木律男：新潟大学歯学部同窓会　栃木県支部　学
術講演会「開業歯科医師における口腔外科的対応－
口腔外科雑学－」．宇都宮市，2009 年８月 23 日．

６）�寺尾恵美子：第 35 回 母親教室「口蓋裂児のことば
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（1）：15-21，2009．
６）�船山さおり，伊藤加代子，人見康正，佐久間汐子，

伊藤　聡，野村修一，五十嵐敦子：一次性シェーグ
レン症候群患者の唾液分泌量と唾液成分に対する塩
酸セベメリン投与６ヶ月後の効果．新潟歯学会雑誌．
39（1）：25-28，2009．

【その他の論文】
１）�田中みか子，小林　博，岡田直人，飛田　滋，渡邉

清志，五十嵐直子，山田一穂，野村修一：デモンス
トレーション映像の個別提供による教育の効率化．
大学教育研究年報　第 14 号：19-22，新潟大学大学
教育開発研究センター，2009．
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